
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

下関市家庭教育支援チーム 

 （呼称：NPO 法人 kananowa） 

 URL：https://kananowa.com/ 

 

②活動拠点 下関市立文洋中学校、下関市立桜山小学校、Kananowa 事務所 

③活動範囲 下関市立文洋中学校区 

④組織体制 

 

   ９ 人 

PTA 関係・主任児童委員・地域学校協働活動推進員 

 

 

⑤活動開始年度 ２０１６年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

下関市教育委員会教育部生涯学習課 

（TEL）083-231-2054   （E-mail）kishogai@city.shimonoseki.yamaguchi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

その他（お弁当を届ける、訪問して子育て支援） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 

https://kananowa.com/


③活動内容 

【具体的な活動内容】 

○保護者同士の交流会 

学期ごとに保護者交流会を実施し、子育てについてざっくばらんに話し

たり、相談したりできる場を提供している。また、子育てに関するミニ学習

会も合わせて開催している。 

 

○幸縁会 

  年１回開催。子供と大人が小グループに分かれ、一緒に学ぶ場を提供し

ている。 

 

○小学生の放課後お勉強会、中学生の夜のお勉強会の開催 

日々の夕食支援と同時に開催。日常の補充学習や受験のサポート等

を通して、子どもの居場所づくりと保護者の家庭教育支援に努めている。 

 

○自然体験学習・社会見学 

   自然体験や社会見学、料理教室、お菓子作りなどの体験学習の場を

通して、子供や保護者のつながりを醸成する。 

 

 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 

・ 活動を続けていくことで、関わりをもとうとしなかった保護者の方々が、関

わりを持つようになり、相談等しやすい環境が整った。 

・ 保護者との関係が深まることで、個別の深い支援につなげることができ

た。 

 

 

 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

☐文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

☐地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

その他の支援により活動を実施 

  （助成金、寄付金 ） 

 




